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ボン会合の概要ボン会合の概要

• SBI30 / SBSTA30 / AWG-KP8 / AWG-LCA6
6月１日～１２日の２週間

• 大きな進展はなし大きな進展はなし

特にCDM/JIは議論に時間を割けず（8月会合に持ち

越し）

• 「条文」形式による議論の始まり• 「条文」形式による議論の始まり

新議定書条文、京都議定書改正条文

• 数値ファイトの始まりの終わり

会期中の日本の中期目標の発表会期中の日本の中期目標の発表
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「条文」形式による議論の始まり「条文」形式による議論の始まり

• 日本の新議定書提案（4月24日）
会議開催 カ月前（ 月 ）が期限– COP会議開催の６カ月前（６月６日）が期限

– 他に米国、オーストラリア等、５つの提案

• 日本の京都議定書改正案（6月16日）
– COP/MOP会議による採択の６カ月前（６月１７日）が期限COP/MOP会議による採択の６カ月前（６月１７日）が期限

– 他にＥＵ、オーストラリア、途上国共同提案等、１２の提案

提案の内容例• 提案の内容例
– 日本、豪州は、それぞれほぼ同じ内容を両方に提案

– 中国、インド、ブラジルを含む途上国37カ国の共同提案は
数値目標の改正のみ（2020年に1990年比で日本は-１９％、
米国-２６％等と明記）

3



数値ファイト数値ファイト（京都議定書改正交渉）（京都議定書改正交渉）

• 数値目標とは

ズ国内削減＋森林吸収＋メカニズム（CDM含む）

• 「森林吸収」「メカ」が数値目標に影響するために「森林吸収」「メカ」が数値目標に影響するために
一体的議論

それ以外にも 排出量計算方法 対象ガス等 数値目それ以外にも、排出量計算方法、対象ガス等、数値目
標に影響する技術的な論点がある

• 先進国全体で2020年までに1990年比25～40％減
（IPCC Box 13.7）がよく「言及」される数字（ ）がよく 言及」される数字

これはオフセットを含まない

中国は「少なくとも」40％減を主張中国は「少なくとも」40％減を主張
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中期目標は１点目標中期目標は１点目標
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日本と日本とEUEUの違いの違い
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